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窯
開
き
…
・
猪
熊

－
将
来
は
水
巻
焼
き
に
ー

水
巻
に
、
陶
芸
の
興
味
あ
る
か
た
が

集
っ
て
陶
芸
同
好
会
を
つ
く
り
、
焼
物

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
会
で
、
二
月
四
日
、
窯
開
き
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
窯
は
、
猪
熊

の
元
水
巻
中
学
校
美
術
教
諭
　
佐
藤
先

生
宅
に
あ
る
も
の
で
、
こ
の
日
も
、
二

十
名
程
の
会
員
が
集
ま
り
、
窯
か
ら
出

て
く
る
作
品
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。

作
品
の
中
に
は
、
受
験
生
を
も
つ
お

母
さ
ん
で
し
ょ
う
1
茶
碗
に
〝
祈
合
格
〟

と
入
っ
た
も
の
や
玄
人
顔
ま
骨
の
つ
ぼ

や
子
供
た
ち
の
夢
あ
る
怪
獣
な
ど
…
・
・
・

二
百
点
ほ
ど
の
新
作
品
が
誕
生
し
ま
し

た
。将

来
、
水
巻
焼
き
と
し
て
知
ら
れ
る

時
も
き
っ
と
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

町の　人　口
1月末現在（）は昨年比

人　　口　25．980（＋　542）

町12，624（＋294）

女13，356（＋248）

世帯数　7．889（十268）

町の面積　1082　嘘
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内
年
間
火
災
・
救
急
件
数

5

3

・

－

～

5

3

・

ほ

折
尾
署
で
も
、
こ
の
二
月
を
〝
覚
せ
　
運
動
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
皆

い
剤
犯
罪
防
止
月
間
″
と
し
て
、
撲
滅
ｔ
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

猟
銃
や
残
火
薬
類
の

取
り
扱
い
保
管
は
確
実
に

拙Ⅲ臓昭和54年2月25日刷冊棚削酬冊酬期間酬酬冊

今
か
ら
が

火
災
の
多
い
時
期

空
気
の
異
常
乾
燥
が
続
き
火
災
の
多

発
す
る
季
節
と
な
り
ま
す
が
、
一
た
き
火

や
火
遊
び
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ

る
林
野
火
災
で
緑
の
財
産
を
灰
に
す
る

な
ど
、
不
注
意
に
よ
る
損
失
が
こ
の
時

期
に
集
中
し
ま
す
。

水
巻
町
で
も
、
昨
年
の
こ
の
時
期
に

何
件
も
の
林
野
火
災
が
集
中
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
警
火
心
を
強
固
に
し
て

悲
惨
な
焼
死
事
故
や
、
貴
重
な
財
産
の

溜
牒
牒
領
牒
骨
、
受
火
牒
　
袖
よ

焼
失
を
防
止
す
る
よ
う
に
、
4
年
こ
そ

最
大
の
努
力
を
し
た
い
も
の
で
す
。

防
火
と
避
難
対
策

川
瀬
た
ば
こ
の
禁
止
と
、
就
潅
前
の
火

気
安
全
の
再
確
認
。

救
急

火
災

∵

507 19
水
巻

332 24
ｌ司
垣

327 15
芦
屋

262 16
遠
賀 ｌ

1，428 34
合
計

際
の
消
火
用
具
の
備
え
と
監
視
の
絶

対
励
行
Ｕ

畑
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
、
病

人
な
ど
の
安
全
な
就
寝
場
所
（
避
難

し
や
す
い
一
階
）
　
の
確
保
。

㈲
廊
下
、
階
段
な
ど
避
難
路
と
な
る
場

所
の
障
害
物
の
排
除
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
3
月
7
日
～
用
日
ま
で

朝
7
時
・
夜
8
時
の
2
回
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

「…二二な。ノ「Ｆママ訂正「「ｒｌ

」叫－．．叶．．か小．芝竺霊．．．聖．．．．三叫．．芝生患．…．．

本
年
も
二
月
十
五
日

で
狩
猟
期
間
が
終
り
、

次
の
解
禁
の
十
一
月
十

五
日
ま
で
の
九
か
月
間

猟
銃
等
が
保
管
状
態
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
例
年
こ
の

期
間
中
に
猟
銃
等
に
よ

る
殺
傷
事
件
が
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
な
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
等
は
覚

せ
い
剤
の
増
加
と
あ
い

ま
っ
て
、
凶
悪
犯
罪
、

家
庭
破
壊
な
ど
の
悲
惨

な
事
件
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

Ⅲ
猟
銃
、
空
気
銃
な
ど
の
適
正
保
管
に

つ
い
て

銃
の
保
管
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
保
管
庫
の
カ
ギ
は
シ
リ
ン
ダ
ー
錠
な

ど
の
堅
固
な
も
の
と
し
、
カ
ギ
は
自

分
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◎
銃
は
ク
サ
リ
錠
で
結
束
し
ま
し
ょ
う

◎
分
解
で
き
る
銃
は
必
ず
分
解
し
、
部

品
の
一
部
は
他
の
場
所
に
保
管
し
ま

Ｌ
よ
、
つ
。

◎
「
弾
」
は
銃
と
は
別
に
、
カ
ギ
の
か

か
る
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

佃
残
火
薬
類
の
措
置
に
つ
い
て

狩
猟
期
が
終
わ
っ
た
後
、
残
っ
て
い

覚
せ
い
剤
は

る
「
弾
」
や
火
薬
類
の
不
適
切
な
取

り
扱
い
か
ら
起
る
事
件
、
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま

し
ょ
、
つ
。

◎
猟
銃
用
火
薬
類
は
二
月
十
五
日
（
狩

猟
期
終
了
日
）
ま
で
に
完
全
に
消
費

し
、
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ぎ
し
ょ
う

◎
や
む
を
え
ず
残
火
薬
類
が
生
じ
た
場

合
は
必
ず
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を

と
り
ま
し
ょ
、
つ
。

。
廃
棄
す
る
（
自
衛
隊
に
一
括
廃
棄
を

依
頼
す
る
）

。
射
撃
競
技
会
や
射
撃
練
習
等
で
消
費

す
る
。

。
火
薬
店
へ
保
管
依
頼
す
る
。

今
や
身
近
な
と
こ
ろ
で

覚
せ
い
剤
は
い
ま
や
暴
力
団
の
最
大

の
資
金
源
と
な
り
、
そ
の
災
厄
は
い
ま

や
家
庭
の
主
婦
か
ら
少
年
に
ま
で
侵
透

し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
次
の
こ
と
を
ご
承
知
で
す
か

㈲
覚
せ
い
剤
を
常
用
す
る
と
、
こ
ん
な

害
毒
か
あ
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
「
シ
ャ
プ
、
ア
ン
ボ
ン

ネ
タ
」
な
ど
の
隠
語
で
密
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
注
射
す
る
と
一
時

的
に
疲
れ
が
と
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

が
、
切
れ
る
と
苦
痛
を
感
じ
再
び
注

射
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
す

う
ち
に
中
毒
と
な
り
最
後
は
廃
人
同

ま
た
中
毒
と
な
る

と
「
人
に
狙
わ
れ
て
い
る
」
　
「
殺
さ

れ
る
」
な
ど
と
口
走
り
、
幻
覚
症
状

が
出
て
、
突
発
的
に
暴
れ
出
し
、
他

人
に
危
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

佃
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
の
利
用

折
尾
警
察
署
防
犯
課
に
「
ホ
ワ
イ
ト

テ
レ
ホ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

。
家
族
や
知
人
等
の
覚
せ
い
剤
に
関
す

る
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
積
極

的
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

。
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
情
報
は
、
さ
細

な
こ
と
で
も
提
供
し
て
下
さ
い
。

※
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン

六
九
一
－
〇
三
三
一
（
内
線
二
五
一
）

火事0救急は局番なしのＨ9番　暴力は110番へ
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確
定
申
告
と
納
税
相
談

・
・
・
申
告
は
3
月
1
5
日
ま
で
に
・
・
・

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

棋
如
ま
す
舗
ア
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
飼
い
犬
は
必
ず
け
い
留
し
、

不
用
犬
は
捨
て
な
い
で
遠
賀
保
健
所
に

引
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

ｊ
Ｊ
Ｊ

頭
瀾

今
年
も
確
定
申
告
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
申
告
と
納
税
期
限
は
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な

り
ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口
も
大
変
混

雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
い
時
間
待
つ
こ
と
に
も
な

り
ま
す
か
ら
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
早

め
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

は
、
す
で
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

早
め
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。
早
く
申

告
す
れ
ば
早
く
還
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
税
務
署
で
は
次
の
日
程
で
確

定
申
告
と
納
税
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
水
巻
町
町
民
会
館

所
得
税
　
　
　
3
月
6
・
7
日

9
時
3
0
分
～
1
6
時

譲
渡
所
得
税
　
3
月
6
日

9
時
3
0
分
か
ら

贈
与
税
　
　
　
3
月
6
日

9
時
3
0
分
か
ら

◎
水
巻
町
商
工
会
議
所

3

月

6

・

7

日

　

9

時

3

0

分

～

1

6

時

税
理
士
会
の
無
料
納
税
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
の
課
税
台
帳

縦
覧
と
納
期
変
更
二
期
分
）

本
年
は
、
三
年
に
一
度
の
基
準
年
度

で
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
、
現
在
国

会
に
お
い
て
固
定
資
産
税
を
含
む
地
方

税
法
改
正
案
が
審
議
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
台
帳
の
縦
覧
及
び
納

期
は
次
の
と
お
り
、
例
年
よ
り
遅
く
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
課
税
台
帳
の
縦
覧

期

間

　

4

月

1

日

～

4

月

2

0

日

場
所
　
役
場
課
税
係

◎
第
一
期
納
期

5

月

1

日

～

5

月

3

1

日

　

た

だ

し

、

二
期
以
降
は
い
ま
ま
で
ど
お
り

水
巻
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭

和
5
4
年
1
月
現
在
で
申
請
の
あ
っ
た
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

書
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
、
選
挙

人
名
簿
を
次
の
し
去
り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
期
間
　
2
月
2
3
日
～
3
月
9
日

▼
時
間
8
時
3
0
分
～
1
7
㌔
ｙ

▼
場
所
　
役
場
住
民
課
（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
）

縦
覧
希
望
の
か
た
は
、
住
民
課
受
付

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

浮
け
汗
だ
Ｍ

今
回
は
、
〝
選
挙
運
動
〟
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ
れ
で
も
選
挙
に
立
候
補
し
よ
う
と

決
意
し
た
ら
、
す
ぐ
に
で
も
選
挙
運
動

を
し
た
く
な
る
と
い
う
の
が
人
情
で
す

が
、
法
律
（
公
職
選
挙
法
）
で
禁
止
さ

四
月
八
日
－

県
知
事
・
県
議
選

四
月
二
十
二
日
－

町
　
議
　
選

野
犬
狩
り
…
・
机
地
区

最
近
、
ま
た
飼
い
犬
や
野
犬
が
幼
児

に
危
害
を
与
え
る
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。町

で
は
、
特
に
野
犬
の
多
い
机
地
区

で
、
3
月
1
5
日
～
1
6
日
に
か
け
て
、
野

犬
狩
り
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

毒
薬
を
使
用
（
赤
い
旗
で
掲
示
）
し
ま

す
の
で
、
近
隣
地
区
の
か
た
は
注
意
さ

、
、
三
戸
、
羞
ｌ
－
●
－
、
く
く
．
≡
ぎ
、
‘
′
．
一
＝
．
、
く
く
一
．
馨
、
く
く
－
…
－
1
く
Ｊ
、
－
…
．
、
く
ノ
・
・
…
．
1
く
く
Ｊ
≡
．
1
く
く
・
…
宴
ヽ
く
く
・
至
■
ｔ
ｌ
5
1
■
芦
ヽ
く
く
．
≡
ｌ
＿
ヽ
ノ
ヽ
く
．
≡
’
ヽ
く
く
．
≡
●
．
ヽ
ノ
ヽ
ヽ
…
．
ヽ
く
く

仙′）へ′ｌＨｌ．′ＶＶｌＭｌＩ′ヽｌヽ′．川Ｉｌノ’ヽ～ｌｍｌノＶＶＩＭＩ．′Ｕへ′ＨＩｈ′ＶＶｌＨＨ′＞＞一川

“ふるさどををつくりだそう

私たちの町で　私たちの手で

わらび座公演

と　き　　3月1日】（日曜）午後6時半

ところ　　水巻中学校体育館

、
く
く
．
≡
一
、
く
く
≡
≡
、
く
く
…
．
．
1
～
く
・
…
－
ヽ
く
く
Ｊ
≡
一
ｔ
、
く
く
・
≡
〓
一
ヽ
ノ
ヽ

．前売巻発売中　　大人1．700円
中学生　し000円　　小学生　600円

（問合せ昼実行委員会電池〕1・0164まで）
＞′

◎
第
一
部
　
若
者
が
生
き
る

一
八
田
植
お
ど
り

こ
れ
は
東
北
地
方
の
農
村
で
昔
か

ら
行
な
わ
れ
て
き
た
正
月
の
予
視
行

事
を
も
と
に
し
て
、
笑
い
で
つ
づ
る

演
劇
で
す
。

◎
第
二
部
　
日
本
の
う
た
と
お
ど
り

火
　
の
　
太
　
鼓

福
井
県
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
太
鼓

を
ヤ
グ
ラ
の
上
で
若
者
が
見
事
に
上

漬
し
人
の
心
を
強
く
感
動
さ
せ
ま
す
㈱

．
三
．
．
ヽ
ノ
ヽ
く
三
ｇ
．
ヽ
‘
’
ｒ

れ
て
い
ま
す
。

事
前
運
動
の
禁
止

と
こ
ろ
で
、
公
職
選
挙
法
で
は
選
挙

運
動
の
で
き
る
期
間
を
「
立
候
補
の
届

け
出
の
と
き
か
ら
、
選
挙
期
日
の
前
日

ま
で
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
立
候
補
届
け
出
前
の
選
挙

運
動
、
つ
ま
り
〝
事
前
運
動
〟
と
い
う

の
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
認
め
ら
れ
た
運
動
期
間
中
で

も
時
間
や
方
法
な
ど
も
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
街
頭
演
説
は
、
午
後

八
時
か
ら
翌
日
午
前
七
時
ま
で
禁
止
。

演
説
で
は
な
く
名
前
を
言
う
だ
け
の
連

呼
行
為
は
、
選
挙
運
動
用
と
し
て
届
け

出
て
い
る
自
動
車
、
船
舶
の
上
で
行
う

場
合
な
ど
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
午
後
八
時
か
ら
翌
日
の
午
前
七
時

ま
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
運
動
に
は
一
定

の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
運
動
が

「
公
正
に
行
わ
れ
る
」
よ
う
に
と
、
公

職
選
挙
法
な
ど
で
規
定
し
て
い
る
の
で

す
。

私
利
私
欲
の
た
め
に
権
ガ
、
、
金
力
、
暴

力
を
も
っ
て
選
挙
人
の
意
思
を
ゆ
が
め

る
こ
と
は
、
断
固
防
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

言
論
に
よ
る
選
挙
運
動

で
は
、
〓
疋
の
き
ま
り
と
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
言

論
に
よ
る
選
挙
運
動
か
ら
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。

言
論
に
よ
る
選
挙
運
動
は
、
も
と
も

サ

と
自
由
に
放
任
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す

し
、
と
く
に
幣
害
の
あ
る
も
の
以
外
は

制
限
し
な
い
建
前
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
論
に
よ
る
選
挙
運
動
は
、
次

の
と
お
り
①
ま
っ
た
く
禁
止
さ
れ
て
い

る
も
の
②
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
方

法
等
に
つ
い
て
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の

③
ま
っ
た
く
自
由
な
も
の
　
－
　
三
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
　
①
放
送
施
設

の
利
用
（
国
会
議
員
・
知
事
選
の
放
送

は
除
く
）
②
候
補
者
以
外
の
者
が
開
催

す
る
演
説
会
③
戸
別
訪
問

方
法
等
が
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
　
①

街
頭
演
説
②
連
呼
行
為
③
個
人
演
説
会

④
立
会
演
説
会
⑤
確
認
団
体
の
開
催
す

る
政
談
演
説
会
、
街
頭
政
談
演
説
に
お

い
て
行
う
選
挙
運
動
⑥
推
せ
ん
団
体
の

開
催
す
る
演
説
会
に
お
い
て
の
選
挙
運

動自
由
な
も
の
　
①
幕
間
利
用
に
よ
る
演

説
②
個
々
面
接
③
電
話
利
用
に
よ
る
選

挙
運
動

藤田しおり（水巻南中1年）未成年吸わないで　あなたもわたしも
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3
月
の
母
親
学
級

▼
日
時
　
3
月
5
日
・
1
2
日
・
1
9
Ｈ

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
初
妊
婦

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

ー
ヽ

3
月
の
母
子
手
帳
交
付
。

▼
日
時
　
3
．
月
5
日
・
1
9
日

1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
対
象
者
　
妊
産
婦
（
保
健
所
で
検
診
く

を
終
、
え
、
1
0
日
経
過
し
て
い
る
こ
と
）
へ
．

印
鑑
持
参
の
こ
と

乳
　
児
　
相
　
談

▼
日
時
　
3
月
1
6
日

9
時
3
0
分
～
1
1
時

▼
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

▼
対
象
者
　
生
後
2
か
月
～
1
2
か
月

希
望
者
に
は
家
族
計
画
用
品
も
販
売

し
ま
す
。

3
月
の
…
配
。
机
相
談

▼
日
時
　
3
月
7
日
・
1
6
日
・
2
6
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
全

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
3
月
6
日
（
火
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

町
建
設
工
事

指
名
塀
の
受
付
け

昭
和
5
4
年
度
水
巻
町
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調
査

業
務
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
希
望
さ

れ
る
か
た
を
次
の
要
領
で
受
付
け
ま
す

▼
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
務
係

建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
財

政
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

優
良
運
転
者
の
推
せ
ん

次
の
各
項
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、

優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
資

格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
3
月
1
5
日
ま
で

に
折
尾
交
通
安
全
協
会
・
役
員
　
溝
上

記
林
さ
ん
一
頃
末
二
℡
2
0
1
・
1
4

6
4
）
ま
で
申
出
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
を
所
持
し
、
運
転
に
5
年

以
上
従
事
し
て
い
る
者

②
交
通
事
故
を
起
し
た
こ
と
が
な
く

行
政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者

墓
地
移
転
…
・
門
司
区

左
記
の
墓
地
が
移
転
し
ま
す
の
で
関

係
者
の
か
た
は
連
結
を

▼
墓
地
　
長
谷
共
同
墓
地
－
門
司
区
大

字
吉
志

・
届
出
先
。
北
九
州
市
開
発
公
社

梅
ノ
木
公
団
入
居
者
募
集

住
宅
公
団
で
は
、
梅
ノ
木
団
地
の
入

居
を
只
今
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
居
は

3
月
下
旬
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
公
団
北
九

営

業

所

（

℡

5

6

1

・

3

1

3

4

）

ま

で

3
月
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
は
、
左
記
収

集
日
の
2
日
前
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

。
3
月
3
日
坦
…
国
道
三
号
線
よ
り
南

部
（
中
央
区
・
頃
未
丸
の
内
は
北
部
）

0
3
月
1
4
日
田
…
・
猪
熊
（
入
柳
除
く
）

猪
熊
町
住

。
3
月
1
7
日
田
…
・
国
道
三
号
線
よ
り
北

部

【
水
巻
町
職
員
人
事
】

2
月
川
日
付

。
退
職

保
健
年
金
課
長
　
小
林
繁
幹

。
新
任

保
健
年
金
課
長
　
増
田
弘
幸

今

月

の

納

期

固
定
資
産
税
…
…
4
期
分

生活保護者家庭に
就学支度金を貸付

町では、生活保護者の家庭に対して、入学支度金の貸
付を行っています。申請書は役場民生係にありますので
3月1日～10日までに申込みください。
ト貸付限度額
小中学校‥‥2万2千円　　高等学校…・8万5千円・

ト返済
05月分保護費から均等分割償還　　0利子は無利子
ト貸付日時及び場所
03月20日　9時～11時　　0役場西別館
なお、当日は保護カード・印鑑を持参のこと

膚
】
■
≡
≡
ｌ

■■■

3月のし尿汲取予定日
1日　頃未、猪熊

2日　頃末、唐熊県住、頃末（5・12区）

≡
≡
■
■
ｔ
コ
≡
≡
≡
■
ｔ
！
≡
ｌ
ｌ
≡
ｉ
■
ｌ
ｌ
ｌ
≡
ｌ
≡
＿
■
■
≡
ｌ
…
ｌ
ｉ
〓
竺
ｔ
ｌ
ｌ
三
ｌ
≡
■
■
！
≡
≡
≡
■
■
■
≡
ｌ
ｌ
≡
ご
●
■
■
ｌ
≡
≡
≡
■
■
■
ｌ
≡
ｌ
≡
ｌ
ｉ
■
ｔ
≡
≡
≡
ｉ
■
■
≡
≡
≡
ｉ
■
■
ｌ
≡
三
三
■
■
！
≡
ｌ
ｌ
≡
ｌ
■
■
■
≡
≡
≡
ｉ
■
■
前■

猪熊

3日　鯉口、車返し、頃末（12・13区）

猪熊

5日　鯉口、御輪地、垣添、片山、猪熊

6日　新生街、緑風園、中央区、松栄荘

団地、頃末（18区）

ｔ－
ｒ
■
ｌ
≡
≡
≡
■
■
■
≡
三
三
ｉ
ｔ
！
ｌ
≡
≡
ｌ
ｉ
■
■
≡
…
≡
■
＿
ｌ
ｌ
≡
ｌ
≡
■
＿
■

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛

7日　美吉野団地、本村（1・2組）、

古賀・中央区、商店街、月夜待、

立屋敷、伊左座

8日　宮尾、租、、川端、大橋、県道筋、

本村、二、下二、美吉野団地

9日　樋口、卯月、二町住、下二町住、

宮ノ下社宅、高松区、御輪地

10臥　車返し東、樋口、机社宅、頃末

（15・25区）、新生街（山ノロ団

地）

121日　古賀区、頃末（6・11・14区）

13日　吉田団地、古賀区、頃末（6・11

・14区）

14日　富田団地、古賀区

15日　吉田団地、鯉口区、猪熊

≡16日　下二、吉田本村、樋口
■

宰17日　二、伊左座

享19日　猪熊町住
■

宰20か古賀県住

ｉ22日　みずほ団地、樋口商店街
≡23日　みずほ団地、幼経国通り、梅ノ木

■　　　　区
■

≡24日　幼稚園通り、梅ノ木区

童29日　猪熊

30日　猪熊

革．：三”ヨ…．，．讐

－　お　　　礼－　　．え
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈

たしますとともにあっ

内尾勝正殿
船津キミ子殿
桂　重　憲　殿
岩崎芳子殿
萩　原　学　殿

がありました。ご冥福をお祈りし
くお礼申し上げます。

富田一　　枚松本アサヱ殿
上　二　　放船　津　探　殿
頃　末　　故桂　清　一　殿
吉田一　　散岩崎八十治殿
猪　熊　　故萩原弥作殿

快気祝としてご寄贈がありました
古　賀　　古川垂喜殿

あなたの役場です　電話（201）4321番

巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
課
一
電
　
話
　
2
0
1

遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


